
北内越地区要望に対する回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

町内名 担当課名

要望事項

要望内容

回答

２．大雨で冠水する市道脇の側溝の改良について

 ここ数年頻発している集中豪雨の際に、排水が追いつかず市道脇の側溝から道
路上に溢れるところが３カ所あり、災害の発生を危惧しております。
 下流の排水路などの整備を検討し、改善をお願い致します。

 側溝の整備については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 本要望箇所については、以下のとおり対応してまいります。
①小山田沢地内（＊＊宅付近）：農道入口部分に側溝を整備します。
②坂ノ下地内（＊＊宅付近）：現地を確認したところ、＊＊宅より上流側にある
集水桝が、角落としによって堰き止められている状況でありました。大雨の際、
この角落としを適切に管理することによって、排水を横断暗渠に流し、反対側の
水路に分水することで、道路の冠水が軽減されるものと考えられますので、町内
会、又は農業用水利用者からのご協力をお願いいたします。
③小深沢地内（＊＊宅付近）：道路の高さや側溝の勾配などの現地調査を行い、
対応を検討をしてまいります。

内黒瀬 建設管理課

１．市道から圃場への漏水の対策について

 当町内下通より沖村への市道から隣接する圃場への漏水があり、数年前に土地
改良区ではないかと調査していただきましたが、該当しないとの回答でありまし
た。その後、市に調査をお願いしておりましたが現在も漏水が続いており、改善
をお願い致します。
 本要望箇所については、平成３０年に試掘をしており、市道に埋設された有孔
管から水が出ている状況を確認しております。この有孔管については、道路施設
ではないため、その所有者を調べてみましたが、市に対して手続きを行って施工
した書類を見つけることができませんでした。本来であれば、この有孔管の所有
者が対策を講ずるべきものではありますが、所有者が不明であることから、市に
おいて有孔管の経路や排水先の調査を実施してまいります。
 なお、この有孔管について、町内会で何かご存じのことがありましたら、情報
提供をよろしくお願いいたします。

内黒瀬 建設管理課
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 遊歩道等の再整備をとの要望でありますが、事業規模・事業費が大きく、費用
対効果の面から整備は困難な状況であります。
 また、令和2年度に要望ありました砂利補充については、適宜、対応してまいり
ます。舗装整備については、河川管理者である県より計画は考えていないとのこ
とでありますが、引き続き必要性等について協議してまいります。
 市としても芋川桜づつみは大事な観光資源と捉えており、今年の桜開花時に
は、リーフレットの作成、看板や民地を借りた臨時駐車場を設置するなど観光誘
客促進の取り組みを実施いたしました。今後も歩道の草刈りや桜の維持管理に努
め観光資源としての活用を図ってまいりますので、ご理解をお願いいたします。

 漆畑地区の入り口＊＊氏宅から３００ｍ程の位置に街灯が設置されています
が、入り口から街灯までの距離が長いため、暗くて大変危険な状態です。側溝で
の転落事故も起きていることから早急に街灯を設置いただくようお願い致しま
す。
 街灯の設置については、各地域から多数の要望を頂いていることから、危険性
や緊急度の高い箇所から取り組んでまいります。
 なお、新設ではなく、町内周辺地域から移設可能な街灯がありましたら、優先
的に対応を検討してまいりますので、情報提供をよろしくお願いいたします。

内越 都市計画課

４．芋川桜づつみの整備について

 芋川桜づつみの桜も成長し、当初計画された「桜満開のまちづくり」にふさわ
しい、素晴らしい景観になりました。今後、両岸の堤防道路のほか遊歩道やサイ
クリングロードなどの整備を進め、観光や市民の健康増進に活かす取り組みを
行ってはいかがでしょうか。
 内越町内会では年１回、芋川北館から漆畑まで（800m）堤防の草刈りを実施し
ておりますが、もう少し整備を進めれば、様々な資源として活かせるのではない
かと感じるところです。桜の名所として知名度を上げ、市の一体性、地域の活性
化につながるものと考えます。
 また、令和2年度にも歩道の草刈りや、砂利の敷き固め、舗装の整備等を要望
し、「砂利補充は市で対応、舗装整備については県に要望してまいります。」と
の回答をいただきました。その後の進捗状況をお伺い致します。

内越 建設管理課

３．漆畑地区の街灯設置について
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赤田 建設管理課

６．県道６９号線の早期復旧について

 ８月１３日の豪雨災害により、県道６９号線が土本地区において陥没し通行止
めになりました。その後、復旧工事がされましたがブルーシートが掛かったまま
通行止めが解除されておりません。早期に全面通行できますようお願い致しま
す。併せて、令和２年の災害で路肩が崩落し、ブルーシートが掛かったままの所
が２カ所あります。これについても早期の復旧をお願い致します。

    県道を管理する秋田県から、陥没箇所について、現在、応急措置により通行止
めとなっており、本復旧については予算確定後に工事着手の予定であり、路肩が
崩落したブルーシート２箇所については、冬期前に復旧すると伺っております。

内越 建設管理課

５．中の目地区道路脇・歩道の除草剤散布について

 内越町内会で春・夏の年２回、一斉清掃の際に北内越運動広場から白坂の＊＊
宅までの１．５kmの区間について道路脇の土上げと歩道の草刈りを実施しており
ます。当該路線においては、市が除草剤の散布を行っているようですが、雑草が
枯れずに残っていることが多いのが実情です。町内会の一斉清掃実施前に、確実
な手順で除草剤を散布していただき、雑草が枯れたことを確認するまでを業務範
囲として実施していただきますようお願いします。
 市道脇の草刈り等の実施については、町内会から毎年のご協力を頂いており、
たいへん感謝申し上げます。しかしながら、市で行っている除草剤の散布につい
ては、雑草が残っている状況とのことであり、たいへん申し訳ございませんでし
た。
 来年度からは、除草剤の散布量や回数を増やすなどの対応を実施してまいりま
すので、ご理解をお願いいたします。
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７．３年連続の豪雨による土砂流出災害への対策について

 一昨年の7月27･28日、昨年の7月12日、本年の8月13日と3年連続して豪雨によ
る土砂流出災害に遭っている4地区について、治山事業により早期に対策いただく
ようお願い致します。
①十二柳地区（消防第4班消防ポンプ車車庫のある沢）
 大雨のたびに土砂が流出する。本年は少なかったが、昨年と一昨年の豪雨の際
は被害が大きかった。
②百部岡地区（＊＊宅の脇の沢）
 大雨のたびに土砂が流出する。特に昨年と一昨年の豪雨の際は被害が大きかっ
た。
③赤田川支流久才沢川の氾濫対策
 大雨のたびに氾濫し、農地・農道・橋・川の護岸に甚大な被害が発生していま
す。上流部に砂防堰堤の設置をお願いします。
④大平地区（本年治山事業実施地の脇の沢）
 大平地区では本年完成した治山ダムは効果が大きく、感謝いたします。同地区
には2本の沢があり、出水の多くあるのは今回工事していただいた脇の沢でありま
すので、この沢においても治山ダム工事を行っていただくようお願いします。

回答

 一昨年から3年連続の豪雨により市内でも山地災害が数多く発生しており、住家
に直接被害が及んでいる箇所を優先して治山事業を実施しております。事業の実
施にあたっては、地権者の同意が必要となりますが、地権者の所在が分からない
ケースが発生しておりますので、地権者の把握及び同意のとりまとめにご協力く
ださるようお願いいたします。
なお、要望箇所ごとの状況は以下のとおりとなります。

①十二柳地区
 保全対象として住家がなく、優先度が低くなっております。土砂流出の状況な
ど経過観察とすることで県と情報共有しておりますので変化があった場合は市へ
ご連絡ください。

②百部岡地区
 今年度、沢からの土砂流出にとどまらず、住宅の近くで山腹崩壊が発生してお
りますので、県と協議を行い、来年度、県営治山事業を実施する予定で進めてお
ります。今後、地権者の方々に施工方法等を説明して、同意をいただくことにな
りますので、ご協力をお願いいたします。

赤田 農山漁村振興課
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北内越地区要望に対する回答

③赤田川支流久才沢川の氾濫対策
 県が実施する治山事業への要望箇所に隣接の渓流と合わせて位置づけておりま
す。しかし、県が作成した治山ダム設置案によると13基を想定するほど範囲が広
く、地権者の把握に時間を要しております。今後、地権者を把握した後、町内会
に同意の取りまとめにご協力いただき、再来年度の事業着手を目指したいと考え
ております。

④大平地区
 今年度も大量の土砂流出があり、市道にも影響していることから、県と協議を
行い、来年度、県営治山事業を実施する予定で進めております。今後、地権者の
方々に施工方法等を説明して、同意をいただくことになりますので、ご協力をお
願いいたします。
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